
最新式の洗瓶機

月山酒造株式会社

事業の背景・目的
　日本酒の製造過程において、酒を入れる容器・瓶
は、新品、回収品すべて洗浄しなければならない。
　以前は、一升瓶や720ml瓶が主流であったが、最
近は若者や女性をターゲットにした商品や海外への
輸出向けの商品、持ち運びしやすいように軽量化した
ペットボトルタイプ等、さまざまな形状の容器・瓶が
使用されている。また、小ロットの製品もあり、現有
の洗瓶機では対応しきれなくなっており、人の手で
洗浄を行っている。
　そのため、さまざまな形状・大きさの瓶を自動で洗
浄できる最新式洗瓶機を導入し、作業のリードタイ
ム短縮と生産効率の向上を図った。

事業内容
　最近では、一升瓶の需要は減少し小瓶化傾向に
ある。たとえば、300mlサイズでも商品ごとに瓶を変
えて、消費者のニーズに対応している。
　そのため、多様なサイズ・形状の瓶が増えたが、
新たに導入した洗瓶機ではラベル付き回収瓶、プリ
ント瓶そして特殊形状瓶の自動洗浄が可能になる。
　また、洗浄の際に使用する水、蒸気および電気を
削減する省エネ機能も搭載されており、エネルギーコ
ストの省力化につながる。さらに、自動濾過装置に
より、剥離されたラベル屑等のゴミを槽内から除去し、
目詰まりを防止できる。
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さまざまな大きさ、形状の瓶を自動で洗浄 商品の一部　瓶のデザインから酒の種類と、顧客のニーズに合わせ開発

日本酒の美味しさをもっと若者、女性そして海外の方々へ
高級酒、低アルコール、限定品等さまざまなニーズに応え、新たな需要を創る
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酒類製造業。
販売先は、山形県内、日本国内、最近は、米国等諸外
国でも品質の良さが評判を呼び、「銀嶺月山」として
輸出している。厳冬期には、酒蔵の屋根まで雪に覆わ
れる豪雪地帯にあり、低温で長い時間をかけ、ゆっく
り発酵させるのに最適な環境である。月山山麓の湧
水、地元の米を使用。国内外の鑑評会で数々受賞。

事業の成果
　最新式洗瓶機を導入したことで、洗浄が難しかっ
た変形瓶や小型瓶、また、洗瓶するのに効率が悪く
採算ベースに合わなかった小ロット製品の瓶も自動洗
浄が可能になったことで、リードタイムが短縮された。
さらに、省エネ機能により、洗浄にかかっていたエ
ネルギーコストの削減につながった。
　また、これまで人の手による洗浄が機械化されたこ
とにより、人の手が触れることがなくなり衛生面も改
善された。
　本事業において、さまざまな瓶の形状・素材および
色の洗浄が実現したことで、若者や女性そして海外
市場等をターゲットにした新たな商品開発の可能性
が広がった。

今後の展望
　最近の日本酒の消費傾向として、同じ商品を大量
に求めるのではなく、少量でパッケージのデザイン性
に魅力を求めたり、吟醸酒等の高級酒嗜好であった
りと、顧客のニーズも多様化している。新たなターゲッ
トである若者や女性に好まれる、低アルコールで少
量・見た目を重視した瓶やラベルのデザインなど、トー
タルで考えた商品開発を進めていく。
　また、海外での和食ブームによる日本酒需要の高
まりもあり、海外向けの小ロット商品や観光客向けの
お土産品など、まだまだ市場開発の余地がある。
　美味しい水、地元の米、豪雪地の好環境そして杜
氏の卓越した技を集結した当社の酒造りを今後も継
続し、日本酒の美味しさを伝え広げていく。
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